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第
一
小
学
校
が
「
第
５９
回
よ
い
歯
の
学

校
表
彰
」
で
の
最
高
賞
と
な
る
栄
誉
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

栄
誉
賞
は
優
秀
賞
を
連
続
し
て
１０
年
程

度
受
賞
し
た
学
校
に
贈
ら
れ
、
第
一
小
学

校
で
は
平
成
１８
年
か
ら
優
秀
賞
を
連
続
受

賞
し
、
平
成
２０
年
度
、
２２
年
度
に
は
最
優

秀
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
「
親
子
歯
磨
き
教
室
」
や
昼
食
後
の
「
歯

磨
き
体
操
」
な
ど
学
校
や
家
庭
が
一
丸
と

な
り
地
道
に
活
動
を
続
け
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
２６
年
度
の
虫
歯
の
な

い
児
童
は
８８
㌫
に
上
り
活
動
の
成
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
５
年
連
続
し
て
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
と
県
内
で
ま
だ
２
校
し
か
受
賞
し
て

い
な
い
「
特
別
表
彰
」
に
つ
な
が
る
大
き

な
期
待
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
こ
の
ほ
か
優
秀
賞
に
上
三

宮
小
、
駒
形
小
、
努
力
賞
に
三
小
、
熊
倉

小
、
豊
川
小
、
奨
励
賞
に
松
山
小
、
姥
堂

小
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

市
の
健
康
計
画
で
あ
る
「
第
二
次
健
康

き
た
か
た
２１
」
で
も
歯
・
口
腔
の
健
康
は

大
き
な
柱
で
す
。
特
に
幼
児
期
、
小
中
学

生
の
虫
歯
の
多
さ
が
課
題
と
な
っ
て
お
り

よ
い
歯
の
学
校
の
取
り
組
み
に
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

　

歯
は
一
生
の
宝
物
で
す
。
子
ど
も
達
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
歯
の
健
康
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

第一小学校が第59回よい歯の学校表彰
栄誉賞を受賞

正しいブラッシングを学ぶ児童

歯科衛生士による指導受賞報告の様子
（左から市長、代表児童、養護教諭、学校長、教育長）
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５
月
２２
日（
金
）、
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

平
成
２７
年
度
福
島
県
交
通
教
育
専
門
員
連
絡
協
議
会
総
会
が
開

催
さ
れ
そ
の
席
上
に
お
い
て
、
市
交
通
教
育
専
門
員
の
結
城 

志

英
吉
さ
ん（
塩
川
町
）が
、
永
年
勤
続
表
彰（
９
年
）を
受
賞
し
ま

し
た
。

問 
生
活
防
災
課 

☎（
２４
）５
２
２
１

春の叙勲  受章者

旭
日
双
光
章

三
浦　

武
さ
ん
（
７６
歳
）

　

三
浦
さ
ん
は
、
昭
和
３９
年
に
医
師
免
許
を

取
得
し
て
以
降
４０
年
に
わ
た
り
産
婦
人
科
医

と
し
て
診
察
を
続
け
、
地
域
医
療
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
喜
多
方
医
師
会
長
を
平

成
１８
年
か
ら
２
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

五
十
嵐　

實
さ
ん
（
７６
歳
）

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
昭
和
３４
年
に
旧
山
都
町

消
防
団
に
入
り
、
３８
年
間
に
わ
た
り
地
域
の

防
火
・
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
旧
山
都

町
消
防
団
技
術
部
長
、
庶
務
部
長
を
経
て
分

団
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
中
心
と
な
っ
て

住
民
の
安
全
安
心
を
守
り
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

大
久
保　

恭
一
さ
ん
（
８２
歳
）

　

大
久
保
さ
ん
は
、
昭
和
５８
年
か
ら
旧
塩
川

町
議
を
６
期
、
合
併
後
、
喜
多
方
市
議
１
期
、

通
算
２４
年
に
わ
た
り
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
在
職
中
は
会
津
地
方
へ
の
企
業
、
大
学

の
誘
致
な
ど
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

福島県交通教育専門員連絡協議会「永年勤続表彰」を受賞

受賞した結城 志英吉さん（左から４人目）と市交通教育専門員の皆さん

問
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水
路
に
よ
っ
て
は
水
の
量
が
十
分
で
は

な
く
、
ゴ
ミ
の
堆
積
や
悪
臭
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
東
西
に
流
れ
る
水
路

は
、
段
差
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
水

が
流
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

旧
ま
ち
づ
く
り
課
よ
り「
市
内
水
路
系
統

説
明
会
」で
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を

行
い
、
昨
年
度
は
各
行
政
区
長
立
会
い
の

も
と
現
地
確
認
を
行
っ
た
が
、
改
善
さ
れ

て
い
な
い
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
今
年

度
も
引
き
続
き
意
見
交
換
会
の
開
催
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
修
繕
な
ど
が
必
要

な
箇
所
は
工
事
な
ど
の
予
算
を
確
保
し
、

具
体
的
な
優
先
順
位
に
つ
い
て
明
確
な
年

次
計
画
案
な
ど
を
示
す
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
　

 

平
成
２３
年
度
か
ら
平
成
２６
年
度
ま

で
、
旧
ま
ち
づ
く
り
課
で
開
催
し
て
い
た

「
市
内
水
路
系
統
説
明
会
」
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
建
設
課
の
所
管
に
て
、
引
き

続
き
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
整
備
箇
所
と
優
先
順
位
に
つ

い
て
は
、
要
望
箇
所
が
多
い
た
め
、
緊
急

度
、
優
先
度
な
ら
び
に
有
効
な
財
源
の
確

保
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
、
継
続
箇
所
と
し
て

清
水
台
地
区
、
桜
ガ
丘
地
区
、
菅
原
町
地

区
お
よ
び
新
仲
町
地
区
、
新
規
箇
所
と
し

て
花
園
地
区
と
松
が
丘
地
区
の
側
溝
整
備

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
要
望
し
た
市
道
１
１
０
０
２
号
線

の
一
方
通
行
区
間
の
東
側
水
路
の
蓋
掛
け

の
件
で
す
が
、
市
か
ら
の
回
答
書
に
よ
る

と
側
溝
自
体
の
入
れ
替
え
や
工
事
区
間
が

長
い
た
め
、
年
次
計
画
で
実
施
を
検
討
す

る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
計
画
は
な
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
市
道
１
１
０
０
２
号
線
は
一
方

通
行
な
の
で
、
朝
の
通
勤
時
間
は
市
道
２

−

４
号
線（
松
山
小
分
岐
点
か
ら
）が
車
で

混
雑
し
ま
す
。
相
互
交
通
が
出
来
な
い
狭

い
道
路
で
あ
り
、
通
学
路
と
な
っ
て
い
る

た
め
危
険
で
す
。
市
道
２

−

４
号
線
か
ら

県
道
３
３
３
号
線
へ
の
進
入
を
時
間
規
制

す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
　

 

東
側
水
路
の
蓋
掛
け
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
小
学
校
体
育
館
西
側
の
４０
㍍

程
度
の
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
延

長
も
長
く
水
路
幅
が
広
い
箇
所
も
あ
り
、

単
年
度
で
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
た

め
、
次
年
度
以
降
も
工
事
を
実
施
し
、
早

期
完
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
規
制
の
件
に
つ
い
て
は
、

松
山
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
り
道
幅
も
狭

回
答

市
内
水
路
系
統
の
水
量
の
確
保
お
よ
び

水
路
整
備
に
つ
い
て

松
山
町
の
文
教
施
設
周
辺
の
交
通
環
境

整
備
に
つ
い
て

喜
多
方
地
区

代
表
行
政
区
長

　竹
内 

勇
さ
ん

松
山
町

代
表
行
政
区
長

　川
口 

久
雄
さ
ん

回
答

　平成27年度喜多方市行政区長会議と行政区長会連合会総会が５月20日、喜多方
プラザで開かれ、市内の行政区長の皆さんが一堂に会しました。市から委嘱状の交
付や重点事業の説明などが行われたあと、連合会総会では、眞部久男会長が議長を
務められ、代表行政区長の皆さんから市全体または町全体にかかわる要望があり質
疑が交わされました。

行
政
区
長
の
皆
さ
ん
が

地
域
づ
く
り
を

・

提

要

案

望
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い
こ
と
か
ら
、
朝
の
通
学
の
時
間
帯
に
進

入
を
交
通
規
制
す
る
こ
と
は
、
児
童
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
有
効
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、許
認
可
権
限
の
あ
る
「
福

島
県
公
安
委
員
会
」
へ
働
き
か
け
る
よ
う

喜
多
方
警
察
署
へ
要
望
し
ま
す
。

　

な
お
、
近
隣
の
住
民
の
方
々
や
松
山
小

学
校
、
松
山
幼
稚
園
、
第
四
保
育
所
の
ご

家
族
な
ど
も
頻
繁
に
利
用
す
る
道
路
な
の

で
、
要
望
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
合
意
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

関
係
者
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、
上
三
宮
小
学
校
お
よ
び

第
二
中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
方
面
か
ら
の
車
の
流
れ
も
年
々
多

く
な
っ
て
お
り
、
道
路
幅
員
が
狭
く
、
車

両
の
交
差
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。通
学
時
、

学
童
達
は
、
車
の
通
過
を
路
肩
に
寄
っ
て

待
っ
て
い
る
が
路
肩
と
法
下
の
段
差
が
１

㍍
以
上
あ
り
大
変
危
険
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
運
転
す
る
バ
イ
ク
な

ど
を
後
方
か
ら
追
い
越
し
す
る
際
も
危
険

が
伴
い
ま
す
。
下
三
宮
地
区
西
側
十
字
路

を
境
に
東
側
は
道
路
幅
員
７
・
２
㍍
、
西

側
道
路
幅
員
５
・
３
㍍
と
１
・
９
㍍
、
急

激
に
減
少
し
ま
す
。
乗
用
車
１
台
分
の
幅

ほ
ど
狭
く
な
る
状
態
で
す
。
事
故
防
止
の

観
点
か
ら
、
一
日
も
早
く
下
三
宮
地
区
付

近
の
箇
所
か
ら
、
県
道
３
３
６
号（
熱
塩

加
納
・
坂
下
）線
と
の
交
差
点
ま
で
の
拡

幅
を
要
望
し
ま
す
。

　
　

 

こ
の
箇
所
は
、
平
成
２５
年
春
の
行

政
懇
談
会
で
要
望
が
あ
り
、
道
路
整
備
委

員
会
で
評
価
し
、
下
三
宮
よ
り
西
側
の
狭

い
と
さ
れ
る
道
路
も
、
舗
装
幅
で
５
㍍
以

上
あ
り
、
交
互
通
行
で
き
る
と
判
断
さ
れ

る
た
め
、
評
価
順
位
は
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
道
路
幅
員
の
変
化
部
は
、
事
故
防
止

の
観
点
か
ら
、
路
側
線
の
表
示
な
ど
に
よ

り
、
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
三
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
旧
１
２

１
号
線
沿
い
の
、
小
学
校
前
の
信
号
機
付

近
か
ら
、
稲
村
の
鹿
島
神
社
に
か
け
て
歩

道
の
段
差
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
は
が
れ

に
よ
り
子
供
の
自
転
車
運
転
で
の
転
倒
、

タ
イ
ヤ
破
損
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
つ
ま
ず
い
た
り
、
足

を
く
じ
い
た
り
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
転
倒
な
ど
で
事
故
や
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
早
期
の
補
修
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

 

こ
の
路
線
は
、
主
要
地
方
道
喜
多

方
西
会
津
線
と
な
っ
て
お
り
、
喜
多
方
建

設
事
務
所
で
改
修
整
備
計
画
を
策
定
し
、

現
在
整
備
工
事
が
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
県
に
対
し
て
早
期
完
成
に
つ
い

て
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
は
が
れ
に
よ

る
歩
道
の
段
差
に
つ
い
て
は
、
県
に
対
応

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
施
工
業
者
の
手
配
済

と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
の

交
通
量
が
多
く
、車
の
速
度
も
速
い
た
め
、

関
柴
小
学
校
児
童
の
通
学
路
と
し
て
大
変

危
険
な
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
西
中
明
橋
付
近
で
の
横
断
は
、

地
形
の
関
係
か
ら
、
対
向
車
が
見
え
ず
、

死
亡
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
布
流
の
喜
多
橋
か
ら
、

西
中
明
の
境
橋
ま
で
、
北
側
に
歩
行
者
用

区
分
帯
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

　
　

 
こ
の
箇
所
は
、
平
成
２４
年
秋
の
行

政
懇
談
会
で
、
布
流
地
区
か
ら
の
要
望
が

あ
り
、
歩
道
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

道
路
整
備
委
員
会
で
の
評
価
順
位
に
よ

り
、
平
成
２６
年
度
に
測
量
設
計
業
務
を
実

施
し
、
今
年
度
、
用
地
の
買
収
を
行
い
、

平
成
２８
年
度
よ
り
工
事
に
着
手
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
道
路
と
田
面
の
高
さ
の
差
が

大
き
く
、
延
長
も
長
い
た
め
、
２
年
ほ
ど

の
工
事
期
間
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
路
と
し
て
、
大
変
危
険
な

状
況
を
考
慮
し
、
早
期
完
成
に
努
め
ま
す

が
、
完
了
ま
で
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

児
童
へ
の
安
全
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

熊
倉
公
民
館
の
駐
車
場
は
、
普
通
車
で

８
台
程
度
し
か
駐
車
が
で
き
ず
、
冬
期
間

は
屋
根
か
ら
の
雪
崩
の
た
め
５
台
し
か
駐

車
が
で
き
な
い
状
況
か
ら
、
熊
倉
下
の
集

会
所
の
駐
車
場
を
借
り
て
い
ま
す
。夜
間
、

熊
倉
下
集
会
所
に
駐
車
し
た
場
合
は
暗
い

道
路
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

公
民
館
で
、
各
種
講
座
、
教
室
を
開
催

す
る
度
に
来
館
者
に
駐
車
場
不
足
で
不
便

な
状
況
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
土
地
の
確

保
を
要
望
し
ま
す
。

　
　

 

熊
倉
公
民
館
の
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
教
室
お
よ
び

講
座
な
ど
の
開
催
の
際
に
は
近
く
の
集
会

所
な
ど
の
駐
車
場
を
借
り
、
駐
車
場
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
公
民
館
を
利
用

さ
れ
る
方
々
は
、
不
便
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
駐
車
場
の
確
保
を
近

隣
の
市
有
地
の
活
用
な
ど
を
含
め
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

回
答

熊
倉
公
民
館
の
駐
車
場
に
つ
い
て

市
道
１
‐
１
号
線
（
一
ノ
堰
・
大
沢
線
）

の
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

喜
多
方
市
立
第
三
小
学
校
通
学
路
の
補

修
に
つ
い
て

市
道
１
１
１
１
号（
村
松
・
細
谷
）線
の

拡
幅
に
つ
い
て

熊
倉
町

代
表
行
政
区
長

　菊
地 

高
夫
さ
ん

関
柴
町

代
表
行
政
区
長

　田
中 

善
雄
さ
ん

岩
月
町

代
表
行
政
区
長

　磯
部 

正
人
さ
ん

上
三
宮
町

代
表
行
政
区
長   

五
十
嵐 

盛
夫
さ
ん

回
答

回
答

回
答
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こ
の
道
路
は
、
道
路
幅
が
、
３
・
８
㍍

と
狭
く
、
車
の
す
れ
違
い
が
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
道
路
北
側
に
は
側

溝
が
あ
り
、
当
然
歩
道
設
備
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

小
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
上
、

道
路
わ
き
に
は
幼
稚
園
が
あ
り
、
一
般
の

歩
行
は
無
論
、
児
童
・
園
児
が
登
下
校
す

る
際
に
き
わ
め
て
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

冬
場
は
、
除
雪
車
が
捨
て
場
所
を
確
保

で
き
ず
両
道
路
端
に
高
く
雪
を
残
す
た

め
、
車
が
１
台
通
れ
る
幅
と
な
り
、
車
を

避
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
状
況

で
す
。
進
入
す
る
車
は
、
歩
行
者
が
通
り

抜
け
る
ま
で
待
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

県
道
東
側
に
は
ふ
れ
あ
い
館
が
あ
り
、

住
民
の
道
路
利
用
頻
度
も
高
い
こ
と
か

ら
、
利
便
性
向
上
の
た
め
に
も
拡
幅
工
事

が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

　
　

 

こ
の
道
路
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

は
、
新
規
の
要
望
と
し
て
、
今
年
度
の
道

路
整
備
委
員
会
に
諮
り
、評
価
し
た
上
で
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
道
１
８
０
２
７
号
慶
徳
公
民
館
通
り

線
（
通
学
路
）
の
道
路
改
良
拡
幅
工
事

に
つ
い
て

慶
徳
町

代
表
行
政
区
長

　齋
藤 

邦
雄
さ
ん

回
答

　

幼
稚
園
園
庭
西
側
は
水
路
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
園
周
辺
の
管
理
に
は
大

変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
保
護
者
の

協
力
を
得
て
水
路
の
土
砂
上
げ
や
草
払
い

な
ど
を
少
な
い
人
数
で
行
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

ま
た
、
市
道
よ
り
幼
稚
園
ま
で
の
進
入

路
は
、
通
園
ば
か
り
で
な
く
小
学
校
や
体

育
館
利
用
者
が
頻
繁
に
利
用
し
て
お
り
、

敷
砂
利
な
ど
で
補
修
を
し
て
い
ま
す
が
、

す
ぐ
に
陥
没
が
ひ
ど
く
な
り
、
非
常
に
危

険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
川
幼
稚
園
は
子
ど
も
園
へ
の
統
合
に

よ
り
閉
園
と
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
将
来
の
管
理
の
こ
と
も
踏
ま
え
早
急

に
水
路
、
道
路（
舗
装
な
ど
）の
整
備
を
要

望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
閉
園
後
の
施
設
管
理
は

ど
こ
が
責
任
を
も
つ
の
か
、
有
効
な
跡
地

利
用
に
つ
い
て
示
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

 

園
庭
西
側
水
路
に
つ
い
て
は
、
土

砂
が
流
れ
込
ま
な
い
な
ど
の
対
策
を
、
平

成
２６
年
度
か
ら
検
討
し
、
今
年
度
は
用
地

測
量
を
行
い
、
境
界
の
確
定
を
行
う
予
定

で
す
。
境
界
確
定
後
、
法
面
保
全
の
対
策

に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

豊
川
幼
稚
園
の
進
入
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
進
入
路
延
長
約
３５
㍍
の
内
、
市
道

か
ら
約
５
㍍
を
舗
装
す
る
な
ど
の
安
全
対

策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
当
面
は

穴
埋
め
や
防
塵
対
策
を
行
い
、
舗
装
に
つ

い
て
は
予
算
化
に
向
け
て
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

豊
川
幼
稚
園
は
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
に
よ
り
、
平
成
２９
年
３

月
末
日
で
閉
園
す
る
予
定
で
す
。
閉
園
後

の
施
設
の
活
用
は
、
具
体
的
な
使
途
決
定

ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
施
設
の
利

活
用
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
引
き
続
き
教

育
財
産
と
し
て
教
育
委
員
会
で
維
持
管
理

し
ま
す
。

　

昨
年
度
も
要
望
し
ま
し
た
が
、
市
で
は

条
例
制
定
を
含
め
助
成
制
度
の
創
設
な
ど

の
対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
し

た
。

　

熱
塩
加
納
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
危
険

な
廃
屋
や
倒
壊
家
屋
が
各
集
落
に
散
見
さ

れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
放

置
状
態
が
続
く
と
野
生
獣
や
ネ
ズ
ミ
な
ど

の
棲
み
処
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
雪
に

よ
る
空
き
家
の
損
壊
や
倒
壊
が
一
挙
に
進

む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
集
落
景
観
の
保
全

や
住
民
生
活
の
安
全
、
衛
生
面
の
確
保
が

今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
昨
年
度
の
調
査
で
は
、
空
き
家
住

宅
が
市
内
全
域
で
約
１
４
０
０
棟
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
１
割
は
、
放
置
し
て
お
け
ば

危
険
な
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

廃
屋
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
民
生
活
の

安
全
・
安
心
を
守
る
う
え
で
最
も
重
要
で

あ
り
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
課
題

な
の
で
緊
急
か
つ
加
速
的
な
対
策
を
講
じ

る
よ
う
、
昨
年
に
引
き
続
き
強
く
要
望
し

ま
す
。

　
　

 

昨
年
１１
月
、
国
に
お
い
て
「
空
家

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が

制
定
さ
れ
、
所
有
者
の
責
務
や
地
方
自
治

体
に
よ
る
空
き
家
対
策
の
責
務
が
明
確
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
年
４
月
に
「
喜
多
方
市
空

き
家
対
策
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
空
き

家
所
有
者
の
特
定
と
所
有
者
の
意
識
、
意

向
調
査
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
り
近
隣
の
住
民
や

通
行
に
著
し
く
被
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ

る
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
、
改
善
を
行

う
よ
う
に
市
が
助
言
、
指
導
を
行
い
、
そ

れ
で
も
改
善
さ
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
勧
告
や
命
令
を
行
い
ま
す
。

　

空
き
家
、
廃
屋
は
広
範
囲
な
地
域
に
存

在
し
、
ま
た
、
多
種
多
様
な
用
途
で
あ
り

問
題
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

豊
川
幼
稚
園
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て

廃
屋
へ
の
対
応
に
つ
い
て

豊
川
町

代
表
行
政
区
長

　矢
部 

政
人
さ
ん

熱
塩
加
納
町

代
表
行
政
区
長

　青
砥 

昭
修
さ
ん

回
答

回
答
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昨
年
度
も
要
望
し
ま
し
た
が
、
姥
堂
小

学
校
で
は
複
式
学
級
も
児
童
の
減
少
も
解

消
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
昨
年
の
回

答
で
は
、
市
全
体
で
少
子
化
が
進
行
し
て

お
り
、
小
規
模
校
の
あ
り
方
や
適
正
規
模

を
検
討
す
る
た
め
、「
市
立
小
・
中
学
校
適

正
配
置
等
庁
内
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

検
討
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が

市
民
に
は
内
容
が
知
ら
さ
れ
ず
、
せ
め
て

関
係
者
に
開
示
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

複
式
学
級
の
解
消
に
向
け
て
の
対
策
は
、

一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

昭
和
５０
年
代
に
町
営
住
宅
を
建
設
し
、
複

式
学
級
が
１
年
で
解
消
し
た
と
い
う
実
績

も
あ
り
、
中
長
期
的
に
地
区
住
民
や
保
護

者
の
意
見
・
要
望
を
把
握
し
た
う
え
で
、

方
向
性
を
検
討
す
る
場
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

小
学
校
は
地
域
の
文
化
の
拠
点
で
あ

り
、
子
供
の
歓
声
は
地
元
の
活
力
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
存
続
を
前
提
に
対
策
を
講
じ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 

市
の
児
童
・
生
徒
数
の
将
来
予
測

に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
よ
り
、
今
後
、
著
し
く
減
少
す
る
も
の

と
推
測
さ
れ
、
小
・
中
学
校
の
小
規
模
化

も
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
２５
年
度
に
要
望
い
た
し
ま
し
た
が
、

再
度
整
備
促
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

先
の
回
答
後
に
お
い
て
２５
年
度
に
は
、
塩

川
駅
や
そ
の
周
辺
の
東
西
連
絡
機
能
に
係

る
基
礎
調
査
と
す
る
た
め
、
塩
川
駅
周
辺

の
交
通
量
調
査
や
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
行
わ
れ
、
２６
年
度
に
は
、
塩
川
駅

東
西
連
絡
機
能
に
つ
い
て
の
整
備
手
法
を

含
め
、
類
似
施
設
調
査
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
が
行

わ
れ
た
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
に

お
い
て
は
、
整
備
に
向
け
た
基
本
調
査
業

務
が
予
算
化
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
駅
西
地
区
の
宅
地
化
の

促
進
、
駅
前
広
場
の
活
用
や
児
童
の
通
学

路
の
確
保
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
や
Ｊ
Ｒ
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

な
ど
、
地
域
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
ま

す
の
で
早
急
な
整
備
を
図
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。

　
　

 

こ
の
通
路
の
整
備
は
、
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
き
、
新
市
が
実
施
す
る
主
要

な
事
業
に
盛
り
込
み
、
事
業
実
施
の
検
討

を
進
め
ま
し
た
。
平
成
２５
年
度
に
基
礎
調

査
を
実
施
し
、
２６
年
度
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
連
絡
通
路
整
備
事
業
へ
の
協
力
依
頼
と

事
業
上
踏
ま
え
る
べ
き
事
柄
な
ど
に
つ
い

て
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
当
初
予
算
で
整
備
の
工
法
な

ど
を
検
討
す
る
た
め
の
基
本
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
早
期
整

備
に
努
め
ま
す
。

　

県
道
・
市
道
を
問
わ
ず
除
雪
作
業
な
ど

に
よ
っ
て
壊
れ
た
と
思
わ
れ
る
道
路
や
縁

石
が
多
数
見
受
け
ら
れ
、
車
道
の
み
な
ら

ず
歩
道
の
安
全
に
も
支
障
を
生
じ
か
ね
な

い
の
で
、
道
路
の
破
損
状
況
を
調
査
の
上
、

県
へ
の
働
き
か
け
を
含
め
た
補
修
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

　
　

 

除
雪
作
業
に
よ
る
道
路
施
設
の
破

損
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
状
況
確
認
が
出
来
た
箇
所
に

つ
い
て
は
修
繕
を
完
了
し
て
い
ま
す
。
県

道
の
破
損
箇
所
に
つ
い
て
も
現
地
確
認
を

し
て
、
喜
多
方
建
設
事
務
所
に
修
繕
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
さ
ら
に

強
化
し
破
損
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
修
繕

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
道
・
市
道
を
問
わ
ず
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
状
況
把
握
に
努
め
ま
す
が
、

行
政
区
長
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
も
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。

塩
川
駅
東
西
連
絡
通
路
の
整
備
促
進
に

つ
い
て

除
雪
な
ど
で
壊
れ
た
道
路
な
ど
の
補
修

に
つ
い
て

児
童
数
の
増
加
対
策
に
よ
る
姥
堂
小
学

校
複
式
学
級
の
解
消
に
つ
い
て

塩
川
地
区

代
表
行
政
区
長   

野
口 

富
士
夫
さ
ん

堂
島
地
区

代
表
行
政
区
長

　慶
徳 

榮
喜
さ
ん

姥
堂
地
区

代
表
行
政
区
長

　湯
浅 

英
明
さ
ん

　

本
年
度
、
１７
小
学
校
中
、
姥
堂
小
学
校
、

上
三
宮
小
学
校
、
熱
塩
小
学
校
の
３
小
学

校
で
複
式
学
級
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
２６
年
度
の
検
討
委
員
会
で
は
、
人

口
減
少
社
会
に
お
け
る
学
校
制
度
問
題
に

精
通
す
る
専
門
家
に
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
の
最
新
情
報
や
、
小
中
学
校
適
正
配

置
に
関
す
る
課
題
な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ

き
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
数
の
減
少
や
複
式
学
級
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
望
ま
し
い
学
級
編

成
や
学
校
規
模
を
実
現
す
る
た
め
に
将
来

の
児
童
・
生
徒
数
の
動
向
、
地
理
的
条
件
、

通
学
区
域
な
ど
を
基
に
市
内
全
体
と
し
て

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
適
正
配
置
の

目
的
や
現
状
と
課
題
、
児
童
生
徒
数
の
推

移
、
教
育
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
議
会
議
員
の
方
々
へ
の
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、
意
見
を
伺
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　

 

複
式
学
級
が
出
な
い
よ
う
に
、

姥
堂
小
学
校
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
要

望
し
ま
す
。

　

今
後
も
市
立
小
・
中
学
校
適
正
配
置
等

庁
内
検
討
委
員
会
で
の
検
討
内
容
を
開
示

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

１
月
に
文
部
科
学
省
か
ら

出
さ
れ
る
「
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適

正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
き
」
に
基
づ
き

適
正
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
ま
す
。
今
後
は
、
適
正
配
置
の
基
本
的

な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
丁
寧
に
説
明
し
、
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
ま
す
。

回
答

回
答

回
答

再
質
問

再
質
問
回
答
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問
題
点
の
解
消
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

の
整
備
な
ど
、
新
市
建
設
計
画
や
市
総
合

計
画
に
お
け
る
位
置
付
け
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見
交
換
な

ど
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
、
実
施
設
計
、
工
事
着
手

へ
と
進
め
ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く
完
成

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
山
都
開
発
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、

今
後
策
定
さ
れ
る
公
共
施
設
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
整
備
方
針
の
検
討
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
回
要
望
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、「
雷

神
山
花
の
森
」
か
ら
「
雷
神
山
遊
歩
道
」

を
通
り
、「
温
泉
保
養
施
設
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ド
高
郷
」
ま
で
を
結
ぶ
エ
リ
ア
の
観
光

資
源
と
し
て
の
整
備
活
用
で
す
。

　

こ
れ
ら
高
郷
町
の
三
つ
の
魅
力
で
あ

る
、
花
と
絶
景
と
温
泉
を
一
度
に
楽
し
め

る
エ
リ
ア
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め

　

昨
年
、
要
望
し
た
山
都
総
合
支
所
庁
舎

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
２７
年
度
に
着

手
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
支
所
機

能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
人
的
配
置
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
新
設
す
る
総
合
支
所
庁
舎

に
は
、
多
く
の
町
民
が
参
集
で
き
る
よ
う

な
高
齢
者
な
ど
に
も
や
さ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
な
ど
を
併
設
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
山
都
開
発
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補
強
工
事
の
計
画

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
経
済
性
や
利

便
性
を
含
め
た
実
情
を
調
査
さ
れ
、
地
域

に
根
差
し
た
施
設
の
整
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
基
本
設
計
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
ぜ

ひ
設
定
の
う
え
、
市
町
村
合
併
か
ら
１０
年

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
早
期
完
成
に
尽

力
く
だ
さ
る
よ
う
重
ね
て
要
望
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

 

支
所
庁
舎
建
設
は
、
本
年
度
に
基

本
設
計
書
の
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
現
庁
舎
に
お
け
る

　

北
山
会
津
若
松
線
の
バ
イ
パ
ス
道
路

は
、
近
年
朝
夕
の
交
通
量
が
増
加
し
非
常

に
危
険
な
状
況
に
あ
り
、「
駒
形
地
区
子

ど
も
見
守
り
隊
」
の
協
力
な
し
で
は
バ
イ

パ
ス
道
路
横
断
の
安
全
が
確
保
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

児
童
と
父
母
や
地
域
住
民
の
「
安
全
・

安
心
」
を
一
日
で
も
早
く
確
保
す
る
と
と

も
に
交
通
安
全
の
未
然
防
止
の
た
め
、
早

急
に
「
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
」
の
設
置

を
要
望
し
ま
す
。

　
　

 

こ
の
信
号
機
設
置
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
要
望
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
児
童
が
通
学
す
る
際
に
、
主
要
地
方

道
北
山
・
会
津
若
松
線
を
東
西
に
横
断
す

る
場
所
で
、
通
学
時
に
は
交
通
量
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
地
元
の
駒
形
地
区
子
ど
も

見
守
り
隊
も
街
頭
指
導
を
行
っ
て
い
る
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
確
保
を
行
っ
て

い
る
箇
所
な
の
で
、
押
ボ
タ
ン
の
信
号
機

の
設
置
を
福
島
県
公
安
委
員
会
へ
働
き
か

け
る
よ
う
引
き
続
き
喜
多
方
警
察
署
へ
強

く
要
望
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
該
道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
は
、
交
通
安
全
協
会
、
駒
形
地
区
子
ど

も
見
守
り
隊
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し
、

注
意
喚
起
に
努
め
ま
す
。

「
雷
神
山
花
の
森
」
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
ラ

ン
ド
高
郷
」
に
か
け
た
周
辺
エ
リ
ア
の

観
光
資
源
と
し
て
の
環
境
整
備
と
活
用

に
つ
い
て

山
都
総
合
支
所
庁
舎
の
機
能
充
実
に
つ

い
て

通
学
路
に
お
け
る
信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て

高
郷
町

代
表
行
政
区
長

　物
江 

浩
二
さ
ん

山
都
町

副
代
表
行
政
区
長   

木
須 

行
孝
さ
ん

駒
形
地
区

代
表
行
政
区
長

　今
井 

輝
雄
さ
ん

に
も
、
観
光
客
に
向
け
た
案
内
看
板
の
設

置
や
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
情
報
発

信
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
実
施
す
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
　

 

高
郷
エ
リ
ア
の
観
光
資
源
と
し
て

の
整
備
活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
２２
年
９

月
に
「
雷
神
山
の
森
づ
く
り
事
業
実
行
委

員
会
」
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
「
雷
神
山
花

の
森
構
想
」
の
中
で
、
旧
ス
キ
ー
場
の
跡

地
約
１
㌶
の
市
有
地
部
分
に
、
花
咲
く
樹

木
を
植
栽
す
る
「
花
の
森
づ
く
り
」
と
、

散
策
ル
ー
ト
の
整
備
と
し
て
旧
雷
神
山
ス

キ
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
活
用

し
た
雷
神
山
山
頂
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン

ド
高
郷
」
ま
で
の
遊
歩
道
な
ど
の
整
備
が

あ
げ
ら
れ
て
お
り
、「
雷
神
山
の
森
づ
く

り
事
業
実
行
委
員
会
」
が
主
体
と
な
っ
て

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
利
用
者
の
安
全
性
を
検
討
し
雷

神
山
森
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会
な
ど
と

連
携
し
試
行
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
、「
雷
神
山
花
の
森
」
か
ら
「
ふ
れ
あ

い
ラ
ン
ド
高
郷
」
に
か
け
た
エ
リ
ア
の
案

内
看
板
の
設
置
を
含
め
た
遊
歩
道
施
設
の

整
備
や
情
報
発
信
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
に
つ
い
て
、
地
元
行
政
区
や
地
権
者
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

回
答

回
答

回
答
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「平成27年度臨時福祉給付金」が支給されます
申請期間は8月3日（月）〜11月4日（水）

■申請方法
○申請受付場所
　①市役所本庁舎 市民ロビー（ホール棟1階※正面の2階建ての建物）、②各総合支所　住民課
○申請受付期間
　8月3日（月）〜11月4日（水）午前8時30分〜午後5時15分（土日祝日は除きます）
　※日曜日でも受付を行う日があります。また、混雑緩和のため旧喜多方地区は行政区ごとに受付日を
　　指定します。
○申請時に必要な書類など
　・申請書（7月下旬に案内と一緒に郵送します。郵送された書類はすべてお持ちください）
　・本人確認書類（運転免許証など）※申請する全ての方の書類が必要です。
　・振込希望先の預金通帳またはキャッシュカード（昨年度と同じ口座に振り込む場合は不要）
　・印鑑
　・そのほかに案内でお知らせする必要書類をお持ちください。
○その他
　・市民税の申告がお済みでない方は、申告が必要となります。
　・平成27年1月2日以降に喜多方市に転入された方は、基準日に住民登録していた市区町村へ手続方法
　　などをお問合せください。
　・DV被害者などで住民票を移すことができていない場合、いま実際にお住まいの市区町村で申請を行
　　うことができる場合がありますのでご相談ください。
問 申 市臨時福祉給付金事務局☎（24）5295または各総合支所住民課

支給対象者になると思われる方には7月下旬に案内を郵送します。詳しくは案内
をご覧ください。　※給付を受けるには申請が必要です。期間内に申請しないと受給できません 。　

■給付金の目的
消費税率引上げによる
影響を緩和するため、
所得が低い方々に対し
て、制度的な対応を行
うまでの間の、暫定的・
臨時的な措置として実
施するものです。

■支給対象者
基準日（平成27年1月1日）
時点で喜多方市に住民
票がある方で、平成27
年度の市民税が課税さ
れていない方
※ただし、課税されて
いる方の扶養親族にな
っている方、生活保護
の受給者である方、基
準日以後から支給決定
までの間に死亡した方
は除きます。

■支給額
一人につき6000円
※消費税率の引上げに
よる1年分（平成27年10
月〜平成28年9月）の食
料品の支出額の増加分
を参考に算出。

■支給時期
10月から順次支給とな
ります。支給決定通知
書でお知らせします。

問申
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喜
多
方
市
街
地
の
指
定
乗
降
場
所
に
次

の
２
カ
所
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

●
手
代
木
医
院
前

●
喜
多
方
腎
泌
尿
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

み
ん
べ
え
号
つ
い
て
、「
利
用
の
仕
方

に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
ご

意
見
に
お
こ
た
え
す
る
た
め
、「
出
前
説

明
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
区
単
位
や
各
種
団
体
ま
た
は
グ
ル

ー
プ
な
ど
、
少
人
数
で
も
対
応
し
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

電
話
ま
た
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
、
次
の
事

　
「
み
ん
べ
え
号
」
と
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
な
ど
小
型
の
車
両
を
使
用
し
、
利

用
者
か
ら
の
予
約
を
受
け
て
自
宅
等
と
目

的
地（
指
定
の
乗
降
場
所
）の
間
を
乗
り
合

い
で
送
迎
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
喜
多
方
全
地
区
１４
エ
リ
ア
で
運

行
し
て
い
ま
す
。

　

各
エ
リ
ア
の
運
行
ダ
イ
ヤ
は
、
次
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

回
数
券 

…
運
行
し
て
い
る
車
内
、
運
行

事
業
者
の
営
業
所
、
塩
川
駅
、
山
都
駅
、

荻
野
駅
、
生
活
防
災
課
、
各
総
合
支
所
住

民
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

 

定
期
券 

…
生
活
防
災
課
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

※
未
就
学
児
は
、
保
護
者
一
人
に
つ
き
１

名
無
料
と
な
り
ま
す
。

※
障
が
い
者
と
同
乗
す
る
介
護
人
１
名
に

つ
い
て
半
額
と
な
り
ま
す（「
障
が
い
者
」

と
は
、
身
体
障
害
者
手
帳（
等
級
不
問
）、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
で
す
）。

項
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
開
催
日
時

　

希
望
の
日
時（
調
整
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
複
数
日
ご
用
意
く
だ
さ

い
）※
土
・
日
・
祝
日
も
対
応
し
ま
す
。

●
開
催
場
所

　

開
催
場
所
の
手
配
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
参
加
予
定
人
数

　

参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
べ
え
号
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
１４
エ
リ
ア
す
べ
て
に
お
い
て
、
無
料

体
験
乗
車
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
期
間
内

は
「
無
料
」
で
乗
車
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
み
ん
べ
え
号
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
間　

　

８
月
３
日（
月
）～
８
月
７
日（
金
）

●
注
意
事
項

　

無
料
体
験
乗
車
を
利
用
す
る
に
は
「
予

約
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

場
合
に
は
、
必
ず
受
付
セ
ン
タ
ー
☎（
２７
）

４
４
５
５
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問 

申 

生
活
防
災
課 

市
民
生
活
係

☎（
２４
）５
２
０
８

み
ん
べ
え
号（
予
約
型
乗

合
交
通
）と
は
？

指
定
乗
降
場
所
を
追
加
し

ま
し
た

出
前
説
明
会
を
開
催
し
て

い
ま
す

無
料
体
験
乗
車
期
間
を
実

施
し
ま
す

問

申

利用料金

種　　類 大人
（中学生以上）

大人
障がい者

（中学生以上）

子ども
（小学生以上）

子ども
障がい者

（小学生以上）

現
金 （1回） 400円 200円 250円 130円

回
数
券

20枚綴り 7,000円 3,500円 4,300円 2,200円

11枚綴り 4,000円 2,000円 2,500円 1,300円

定
期
券

（1か月〜） 13,300円〜 6,700円〜 8,000円〜 4,000円〜

みんべえ号
(予約型乗合交通)

のお知らせ

みんべえ号の予約は、
「受付センター」へ

☎0241（27）4455
※利用する前日（土日
祝日を除く。）午前9時
〜午後5時

乗
っ
て
み
ん
べ
ぇ

午後5時

喜多方腎泌尿器
クリニック

上り
下り

手代木医院

君島内科
消化器科
クリニック

上り下り
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運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

加　納
エリア

月〜金
運行

第１便 自宅等 8：00 喜多方駅

前営業日
17：00まで

第２便 喜多方駅 8：20 自宅等

第３便 自宅等  10：20 喜多方駅

第４便 喜多方駅 10：40 自宅等

第５便 喜多方駅 13：00 自宅等

第６便 自宅等  15：10 喜多方駅

第７便 喜多方駅 16：00 自宅等

第８便 自宅等  18：10 喜多方駅

第９便 喜多方駅 19：00 自宅等

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

磐　見
エリア

火･木･金
のみ運行

第１便 自宅等  8：00 山都駅 前営業日
17：00まで第２便 自宅等  10：00 山都駅

第３便 山都駅 11：40 自宅等

当日
1 0：3 0 ま

で

第４便 自宅等  13：05 山都駅

第５便 山都駅 13：45 自宅等

第６便 山都駅 15：10 自宅等

第７便 山都駅 17：25 自宅等

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

熱　塩
エリア

月〜金
運行

第１便 自宅等  7：50 喜多方駅

前営業日
17：00まで

第２便 喜多方駅 8：20 自宅等

第３便 自宅等  10：20 喜多方駅

第４便 喜多方駅 10：40 自宅等

第５便 喜多方駅 13：00 自宅等

第６便 自宅等  15：10 喜多方駅

第７便 喜多方駅 16：00 自宅等

第８便 自宅等  18：10 喜多方駅

第９便 喜多方駅 19：00 自宅等

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

揚　津
エリア

火･水･金
のみ運行

第１便 自宅等  7：50 荻野駅 前営業日
17：00まで第２便 自宅等  9：55 荻野駅

第３便 荻野駅 11：45 自宅等

当日
1 0：3 0 ま

で

第４便 自宅等  13：15 荻野駅

第５便 荻野駅 13：50 自宅等

第６便 荻野駅 15：20 自宅等

第７便 荻野駅 17：30 自宅等

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

慶　徳
エリア

月〜金
運行

 ※第１便 （真　木）  7：55 喜多方駅

前営業日
17：00まで

 ※第２便 喜多方駅 7：35 （真　木）

  第３便 自宅等  9：10 喜多方駅

  第４便 喜多方駅 11：30 自宅等

  第５便 喜多方駅 13：40 自宅等

 ※第６便 喜多方駅 15：40 （真　木）

 ※第７便 （真　木）  16：25 喜多方駅

  第８便 喜多方駅 18：00 自宅等

※ 指定乗降場所のみで乗車ができる便となります。自宅等での乗降はできません。

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

中　央
エリア

月〜金
運行

  第１便 自宅等  8：00 山都駅 前営業日
17：00まで  第２便 自宅等  10：00 山都駅

  第３便 山都駅 11：40 自宅等

当日
1 0：3 0 ま

で

  第４便 自宅等  13：20 山都駅

  第５便 山都駅 15：10 自宅等

 ※第６便 山都駅 15：10 自宅等

 ※第７便 山都駅 17：25 自宅等

※  第６便・第７便は「月曜日」が運休となります。火〜金曜日は全便運行します。

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

塩川東
・

塩川西
エリア

月･火･金
のみ運行

第１便 自宅等  7：40 塩川駅

前営業日
17：00まで

第２便 自宅等 10：00 塩川駅

第３便 塩川駅 11：20 自宅等

第４便 塩川駅 12：40 自宅等

第５便 塩川駅 14：00 自宅等

第６便 塩川駅 15：10 自宅等

第７便 塩川駅 17：55 自宅等

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

熊　倉
エリア

月〜金
運行

 ※第１便 （萩　平）  8：00 喜多方駅

前営業日
17：00まで

  第２便 自宅等  9：10 喜多方駅

  第３便 喜多方駅 11：30 自宅等

  第４便 喜多方駅 13：40 自宅等

 ※第５便 喜多方駅 15：20 （萩　平）

  第６便 喜多方駅 18：00 自宅等

※  指定乗降場所のみで乗降できる便となります。自宅等での乗降はできません。

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

朝　倉
一　郷
エリア

火〜金
運行

  第１便 自宅等  8：00 山都駅 前営業日
17：00まで  第２便 自宅等  10：00 山都駅

  第３便 山都駅 11：40 自宅等
当日

1 0：3 0 ま
で

  第４便 山都駅 13：45 山都駅

 ※第５便 自宅等  15：15 自宅等

 ※第６便 山都駅 15：25 自宅等

※ 第５便・第６便は「木曜日」が運休となります。火・水・金曜日は全便運行します。

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

蓬　莱
三津合
エリア

火〜金
運行

  第１便 自宅等  8：00 山都駅 前営業日
17：00まで  第２便 自宅等  10：00 山都駅

  第３便 山都駅 11：40 自宅等
当日

1 0：3 0 ま
で

  第４便 自宅等  13：20 山都駅

  第５便 山都駅 13：45 自宅等

 ※第６便 山都駅 15：15 自宅等

※  第６便は「木曜日」が運休となります。火・水・金曜日は全便運行します。

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

岩　月
エリア

月〜金
運行

第１便 自宅等  7：50 喜多方駅

前営業日
17：00まで

第２便 自宅等  9：20 喜多方駅

第３便 喜多方駅 11：30 自宅等

第４便 喜多方駅 13：40 自宅等

第５便 喜多方駅 15：45 自宅等

第６便 喜多方駅 17：50 自宅等

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

関　柴
エリア

月〜金
運行

第１便 自宅等  8：10 喜多方駅

前営業日
17：00まで

第２便 自宅等  10：00 喜多方駅

第３便 喜多方駅 11：30 自宅等

第４便 喜多方駅 13：40 自宅等

第５便 喜多方駅 17：50 自宅等

運行区域 便　名 出発地 出発時刻 到着時刻 到着地 予約

上三宮
エリア

月〜金
運行

第１便 自宅等  8：10 喜多方駅

前営業日
17：00まで

第２便 自宅等 10：00 喜多方駅

第３便 喜多方駅 13：40 自宅等

第４便 喜多方駅 15：40 自宅等

第５便 喜多方駅 17：50 自宅等

熱塩加納地区高郷地区

山都地区

塩川地区 喜多方地区
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〈タイアップイベント〉
　「模範演武の先生方を囲む交流懇親会」※要申し込み
　日時：9月26日（土）午後6時30分開会　（午後8時30分終了予定）　　会場：未定
　会費：4,000円　定員：80人（先着順）※定員になり次第締め切ります。　募集開始：7月22日（水）〜

　「おはよう太極拳朝練会」※申し込み不要、参加費無料
　喜多方の朝練方式での練習後、模範演武の先生方によるミニ講習を予定。
　日時：9月27日（日）　午前6時〜　会場：押切川公園体育館駐車場（雨天時  押切川公園体育館玄関付近）

問 申 太極拳フェスティバル実行委員会（高齢福祉課 介護保険・予防室内）☎（24）5242　FAX（25）7073
※内容については、変更になることがあります。

　今回の改正は、平成12年の制度開始以来の大きな見直しです。新たな制度では、介護保険制度
にかかる費用が増加する中、利用者に負担をお願いするものもありますが、制度を維持していく
ためにご理解をお願いします。

【4月から改正されたもの】
　介護保険料の改正
　介護保険料は3年ごとに見直しが行われ、平成27年度から新たな基準額が設定されました。65
歳以上の方の平成27年度から平成29年度までの介護保険料は7月中旬に送付する「介護保険料決
定通知書」でお知らせします。（5期基準額 月額4,450円　→　6期基準額 月額4,980円）
　介護報酬の改定
　介護報酬も3年ごとに改定が行われ、4月以降のサービス利用に関して、利用負担額が変更とな
りますので、ケアマネジャーやサービス事業所にご確認下さい。
　特別養護老人ホームの入所基準が原則として要介護3以上になりました
　特別養護老人ホームの新規入所の対象者は、原則として要介護3以上の方になりました。この
改正に伴い、入所申込書が新しくなりましたので、新しい入所申込書をご利用ください。申込書
は、市内の特別養護老人ホームにあります。
※要介護1・2の方でも、やむを得ない事情により居宅での生活が困難な場合、新規入所が認めら
　れることがあります。

【8月から改正されるもの】
　一定以上所得がある65歳以上の方については、サービスの負担割合が2割に変わります
　今まで、一律1割だった介護保険サービスの利用者負担額が所得に応じて見直されます。一定
以上の所得（本人の合計所得金額が160万円以上で、年金収入+その他の合計所得金額が単身世帯
で280万円以上、2人以上世帯346万円以上）のある方がサービスを利用した時の自己負担は1割か
ら2割になります。 ※認定者全員に自己負担の割合（1割または2割）が記載された「介護負担割合
証」が発行されます。（7月中旬頃発送予定）
　所得が低い方の施設利用時の食費･居住費を軽減する負担限度額認定の適用要件が変わります
　今まで、本人および同一世帯の方の前年の所得額を基に判断していましたが、預貯金など一定
額以下（単身で1,000万円以下・夫婦で2,000万円以下）の方が対象になります。別世帯の配偶者も
住民税非課税であることが必要になります。
　サービス利用料が高額になったときの自己負担限度額が変更になります
　介護保険では、1カ月ごとの利用者負担が所得区分に応じた自己負担限度額を超えると、その
超えた額を高額介護サービス費としてお返ししています。その所得区分のうち、新たに新設され
る「現役並み所得者相当」に相当する方について、負担上限額が3万7,200円から4万4,400円に引
き上げられます。（同一世帯に課税所得145万円以上の方がいて、年収が単身383万円以上、夫婦
520万円以上）
問 高齢福祉課 介護保険・予防室☎（24）5231

平成27年4月から介護保険制度の段階的な改正を行っています

問

問申
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　今年は太極拳ミニ講習会に「太極拳」、「カンフー」の他に「養生功」を加えました。たくさんの方
のご来場をお待ちしております。

【日　時】9月26日（土）　午前9時30分〜午後5時（予定）
【会　場】喜多方プラザ

　  第1部
　喜多方発介護予防のための太極拳ゆったり体操ミニ講習会（小ホール）
　午前9時30分〜10時
　太極拳ミニ講習会3種（東側広場、雨天時小ホール）
　講師：世界チャンピオンクラスの講師　3名
　①養生功（午前10時10分〜10時50分）
　　大人から子どもまでどなたでもできる太極拳の持つ心理的効果等紹介を交え、基礎を体験しても
　らうことにより、初心者には太極拳の持つ魅力を知ってもらい、また経験者には再認識してもらう
　ミニ講習会
　②太極拳（午前10時55分〜11時35分）
　　大人から子どもまでどなたでもできる太極拳の基礎を体験してもらうことにより、初心者には太
　極拳の持つ魅力を知ってもらい、また経験者には再認識してもらうミニ講習会
　③カンフー（午前11時40分〜午後0時10分） 
　　子どもやその親など比較的若い世代が楽しく体験できるカンフー体操のミニ講習会
　休憩【物産展等への参加・見学】（大ホールホワイエ内）
　午後0時10分〜午後1時

　  第2部
　「太極拳集団演武交流会」（大ホール）
　午後1時〜4時
　大ホールの舞台で演武のイメージに合わせた照明
での表演を行い、全国からのチーム演武に喜多方の
郷土芸能・模範演武を加えて太極拳のステージを繰
り広げます。

〈太極拳集団演武交流会観覧者の募集〉
　入場料：無料（席の指定はできません） 　　募集開始：7月22日（水）〜
　定員：700人（先着順） ※定員になり次第締め切ります。
　　　  申込用紙にて郵送またはFAXでお申込みください。

〈市民審査員募集〉
　全国から参加されるチームの演武をご覧いただき、市民審査員の審査にて、「ベストパフォーマンス
賞」、「ナイスパフォーマンス賞」を決定します。
　日時：9月26日（土）午後0時30分集合
　審査：午後1時〜4時（予定）　　募集開始：7月22日（水）〜
　定員：30人※定員になり次第締め切ります。
　その他：市民審査員の方は、審査員特別席で集団演武交流会をご観覧いただき、すべての演武終了後
　　　　  に投票をしていただきます。

第12回  太極拳フェスティバル
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おなか側 おなか側

背中側 背中側

◇
お
酒
は
、
良
友
？ 

　

酒
ど
こ
ろ
喜
多
方
な
ら
で
は
の
条
例
と

し
て
昨
年
度
、「
喜
多
方
産
の
酒
器
に
注

い
だ
日
本
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
酒
ど
こ
ろ
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
上
手
な
お
酒
と
の
付
き

合
い
方
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

お
酒
は
、
適
量
で
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
解

消
に
な
っ
た
り
、
心
臓
病
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
な
ど
良
い
友
と
な
り
ま
す
。
お
酒
を

生
涯
楽
し
む
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
？

◇
適
量
と
は
？

　
「
健
康
日
本
２１
」で
は
、「
適
正
飲
酒
」は
、

１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
２０
㌘
程
度

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
我
が
国
の
男
性
を
対
象
と
し
た

研
究
で
は
、
平
均
し
て
、
２
日
に
日
本
酒

に
換
算
し
て
一
合（
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
２０

㌘
）程
度
の
飲
酒
を
す
る
者
が
、
死
亡
率

が
最
も
低
い
と
す
る
結
果
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

◇
過
度
の
飲
酒
の
影
響
は
？

　

過
度
の
飲
酒
は
肝
臓
病
や
糖
尿
病
、
が

ん
、
う
つ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
、

健
康
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
の
飲
酒
は
胎
児
へ
の
影
響

が
あ
り
ま
す
し
、
精
神
的
・
身
体
的
に
発

育
途
上
に
あ
る
未
成
年
者
へ
の
影
響
が
大

き
い
た
め
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
で
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
、
私
た
ち
が
飲
食
し
た
お
酒
な
ど

の
炭
水
化
物
は
、
左
記
の
よ
う
に
体
内
で

分
解
さ
れ
、
余
分
な
分
は
、
脂
肪
細
胞
な

ど
に
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。
身
体
の
中
で
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
考
え
な
が
ら
、
家
族
・
地
域

で
、
適
量
を
守
り
健
康
に
留
意
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

1日あたりの適量の目安
（純アルコール20g換算）

ビール
中ビン１本（500ml）

日本酒
１合（180ml）

ワイン
グラス２杯（240ml）

ウイスキー
ダブル１杯（60ml）

酒
は
、
百
薬
の
長
？

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

筋肉に貯蔵
（エネルギーとして消費）

小腸から糖を吸収

血液の中へ

残りの糖

脂肪細胞や臓器に貯蔵

肝臓に貯蔵　

酒、米・麺・パン、果物、菓子

糖(炭水化物)の分解経路

残りは糖か
ら中性脂肪
に変化
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４０
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
国
内
最
大
級
の
感

染
症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
に
気

付
か
な
い
方
が
多
く
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者　

平
成
２８
年
３
月
３１
日
時
点
で

４０
歳
に
な
る
方

●
検
査
内
容　

Ｂ
型
肝
炎
お
よ
び
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
の
有
無
の
検
査

●
検
査
方
法　

採
血
に
よ
る
血
液
検
査

●
検
査
料
金　

無
料

●
受
診
方
法

①
６
月
中
に
、
対
象
者
の
方
へ
郵
送
に
て

検
診
案
内
と
問
診
票
兼
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

②
受
診
券
に
同
封
さ
れ
た
案
内
を
参
考
に

集
団
検
診
お
よ
び
施
設
検
診（
医
療
機
関
）

の
ど
ち
ら
か
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
受
診
す
る
際
は
必
ず
問
診
票
兼
受
診

券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

の
お
知
ら
せ

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
別
措
置
個
別
相
談
会
の

ご
案
内
（
無
料
）

※
４１
歳
以
上
の
方
で
過
去
に
こ
の
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
一
部
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
が
検
診
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

申 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課

　

集
団
予
防
接
種
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
患
者

に
対
す
る
給
付
金
支
給
特
別
措
置
法
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
一
定
の

要
件
を
備
え
た
Ｂ
型
肝
炎
患
者
に
国
が
給

付
金
を
支
払
う
と
い
う
制
度
で
す
。

　

新
潟
弁
護
団
は
、
福
島
原
告
団
と
協
力

し
て
主
に
福
島
県
内
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

特
措
法
の
説
明
会
、
個
別
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

●
実
施
日
時　

８
月
２２
日（
土
）午
後
１
時

３０
分
～
４
時（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

厚
生
会
館 

第
三
研
修
室

●
内
容　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に

な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
弁

護
士
に
よ
る
個
別
相
談
会

問 

申 

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

☎
０
２
５（
２
２
３
）１
１
３
０

問

申

問

申

　

受
動
喫
煙
は
子
ど
も
の

　
　
　

突
然
死
、
喘
息
、

　
　
　
　
　

生
活
習
慣
病
を
増
や
す

　

喜
多
方
市
民
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

　

今
回
は
タ
バ
コ
の
話
で
す
。
以
前
に

も
こ
の
コ
ラ
ム
で
タ
バ
コ
の
害
に
つ
い

て
取
り
上
げ
、
喫
煙
者
の
約
４
割
は
７０

歳
に
な
る
前
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
、

喫
煙
者
の
夫
を
持
つ
奥
さ
ん
は
約
１
・

５
倍
脳
卒
中
に
な
り
や
す
い
こ
と
、
タ

バ
コ
を
１
本
吸
う
と
寿
命
が
約
１１
分
短

く
な
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

外
来
で
喫
煙
者
の
方
が
「
ニ
コ
チ
ン

の
少
な
い
タ
バ
コ
に
変
え
た
ん
だ
よ
」

と
話
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
い
わ
ゆ
る
「
軽
い
タ
バ
コ
」
に
健

康
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
は
、
タ

バ
コ
会
社
自
身
も
認
め
て
お
り
、
吸
い

方
に
よ
っ
て
は
普
通
の
タ
バ
コ
よ
り
も

危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
タ

喜多方市 地域・家庭医療センター
「ほっと☆きらり」

センター長　武田　仁

ほっと☆きらり
通信

バ
コ
に
は
爽
快
感
を
高
め
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
添
加
物
が
入
っ
て
お
り
、
タ

バ
コ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
は
１
９
６

０
年
代
に
は
２
千
～
３
千
種
類
だ
っ
た

の
が
、
現
在
は
約
７
千
種
類
ま
で
増
え

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
と
健
康
の
研
究
が
進
む
に
つ

れ
て
、
子
ど
も
に
対
す
る
受
動
喫
煙
の

害
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
最
も
重
大

な
の
は
、
受
動
喫
煙
に
よ
り
乳
幼
児
突

然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）の
危
険
性
が

高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
家
に
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
い

る
と
、母
親
が
喫
煙
し
て
い
な
く
て
も
、

子
ど
も
が
低
出
生
体
重
児
に
な
る
危
険

性
が
約
２
割
も
高
ま
り
ま
す
。
低
出
生

体
重
児
は
小
さ
い
頃
に
は
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
、
成
人
し
て
か
ら
も
高
血

圧
や
糖
尿
病
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

習
慣
病
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、受
動
喫
煙
に
よ
り
喘
息
、

中
耳
炎
、
肺
炎
、
虫
歯
な
ど
に
な
り
や

す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
は
毎
日
す
く

す
く
と
育
ち
ま
す
が
、
周
り
の
環
境
か

ら
も
影
響
を
受
け
や
す
く
、
こ
の
時
期

に
受
け
た
悪
い
影
響
は
そ
の
後
も
長
く

残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
に
き
れ
い
な

空
気
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
は
、
家
族

の
愛
情
と
同
様
に
、
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
何
よ
り
の
贈
り
物
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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「
ボ
ー
ト
体
験
教
室
」

　

初
め
て
の
方
、
経
験
者
、
喜
多
方
シ
テ

ィ
レ
ガ
ッ
タ
へ
参
加
す
る
方
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
５
人
一
組
で

の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
が
、
１
人
か
ら

で
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
程　

７
月
５
日（
日
）・
１９
日（
日
）・

２６
日（
日
）

い
ず
れ
の
日
も
午
前
９
時
～
正
午

●
会
場　

県
営
荻
野
漕
艇
場

●
準
備
品　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

上
履
き（
シ
ュ
ー
ズ
）な
ど

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

申 

高
郷
総
合
支
所 

住
民
課

☎
０
２
４
１（

４４
）２
１
１
１

　

本
市
と
美
作
市
サ
ッ
カ
ー
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
、
５
月
１７
日（
日
）宮
城
県
仙

台
市
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
、
な
で
し

こ
リ
ー
グ
公
式
戦
「
岡
山
湯
郷
ベ
ル
対
ベ

ガ
ル
タ
仙
台
レ
デ
ィ
ー
ス
」
に
お
い
て
、

市
内
小
中
学
生
を
対
象
に
試
合
観
戦
応
援

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ 

強
い
心
・
愛
敬
の
心
な
ど
、
豊
か
な
心
を
持
つ

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な

 

人
に
な
ろ
う

一
つ 

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
伝
統
に
誇
り

 

を
持
ち
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す

 

る
人
に
な
ろ
う

一
つ 

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を
わ
き
ま
え
、

 

良
心
に
背
く
こ
と
の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ 

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も
挑
戦
し
、

 

世
界
に
羽
ば
た
く
人
に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

　

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親（
保
護
者
）の
役
割

　

を
十
分
に
踏
ま
え
、
家
族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が

　

ら
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

～
真
夏
の
水
上
運
動
会
～

喜
多
方
シ
テ
ィ
レ
ガ
ッ
タ
参
加
者
募
集

よ
う
こ
そ 

ボ
ー
ト
と
太
古
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
高
郷
へ
！

行ってみよう！  見てみよう！  やってみよう！

生涯学習の広場

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
喜
多
方
シ
テ

ィ
レ
ガ
ッ
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　

漕
手
４
人
、
舵
手
１
人
の
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ

ア
に
よ
る
レ
ー
ス
で
す
。
５
人
集
ま
れ
ば

初
心
者
の
方
で
も
参
加
で
き
る
競
技
で
す
。

夏
休
み
の
思
い
出
に
、
ご
家
族
、
友
人
、

職
場
の
皆
さ
ん
と
喜
多
方
シ
テ
ィ
レ
ガ
ッ

タ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
大
会
前
に
は
ボ
ー
ト
体
験
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
を
中
心
に

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

喜
多
方
市
・
美
作
市
サ
ッ
カ
ー
交
流
事
業

●
日
程　

８
月
２
日（
日
）

●
会
場　

県
営
荻
野
漕
艇
場
特
設
コ
ー
ス

（
５
０
０
㍍
）

●
種
目　

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア（
オ
ー
ル
は

主
催
者
側
で
準
備
し
ま
す
）

●
参
加
料　

各
種
目
３
０
０
０
円

※
中
学
生
の
部
は
無
料
で
す
。

●
申
し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、参
加
料
を
添
え
て
、７
月
１５
日（
水
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

～
真
夏
の
水
上
運
動
会
～

種　　目 ク　ル　ー　編　成
一般男子

漕手4人の合計年齢が140歳未満
一般女子
シニア男子 漕手4人の合計年齢が140歳以上200歳未

満シニア女子
マスターズ男子

漕手4人の合計年齢が200歳以上
マスターズ女子
アスリート男子 漕手４人の年齢、経験者の人数は問わな

い（現役ボート部員の出場可）アスリート女子
ミックス 漕手2人以上が女性　年齢制限なし
中学生男子 舵手付き4人スカル、漕手4人が中学生

ナックル艇（片手漕ぎ）での参加可中学生女子

種目とクルー編成

問

申
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市
内
の
小
中
学
生
が
社
会
や
世
界
に
向

け
て
考
え
て
い
る
こ
と
、
学
校
や
地
域
、

友
人
や
家
族
と
の
関
わ
り
の
中
で
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
少
年
ら
し
い
自
由
で
素

直
な
感
性
で
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
程　

７
月
２５
日（
土
）

●
会
場　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

●
内
容　

小
学
生
１７
人
、
中
学
生
１１
人
が

発
表
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
「
家
庭
の
日

ふ
れ
あ
い
標
語
」
作
品
の
表
彰
式
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課 
生
涯
学
習
係

☎（
２４
）５
３
１
８

者
を
募
集
し
、
岡
山
湯
郷
ベ
ル
チ
ー
ム
の

応
援
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
湯
郷
ベ
ル
の
チ
ー
ム
応
援
団
と

と
も
に
応
援
す
る
な
ど
積
極
的
に
交
流
を

し
ま
し
た
。

問 

生
涯
学
習
課 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

　

５
月
２９
日（
金
）、会
津
若
松
市
役
所
栄

町
第
二
庁
舎
に
お
い
て
、
平
成
２７
年
度
福

島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
会
津
支
部
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
永
年
に

わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
指
導
活
動

や
団
の
活
動
実
績
に
対
す
る
表
彰
で
あ

り
、
本
市
か
ら
も
指
導
者
４
人
お
よ
び
２

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
）

●
功
労
賞（
個
人
）

安
達 

哲
弥
さ
ん（
熱
塩
加
納
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
少
）

野
邉 

晴
男
さ
ん（
塩
川
陸
上
ス
ポ
少
）

瓜
生
敏
男
さ
ん（
喜
多
方
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
少
）

尾
崎 

重
治
さ
ん（
塩
川
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
少
）

●
優
良
団
体
賞

ほ
お
の
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

け
や
き
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

問 （
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川

公
園
体
育
館
内
）

☎（
２３
）０
７
７
１

平
成
27
年
度
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

会
津
支
部
表
彰
式

少
年
の
主
張
喜
多
方
市
大
会

問問

問

「喜多方市人づくりの指針」の講演会が開催されました
　「喜多方市人づくりの指針」は、瓜生岩子、蓮沼門三といった郷土の偉人や藤樹学の教え、
本市の豊かな自然・文化・歴史をもとに策定され、学校・家庭・地域一体となって推進してい
く努力目標を掲げています。市内各公民館では、「人づくりの指針」推進のための事業を展開
しています。
≪熱塩加納公民館≫　　　　　　　　　

　5月15日（金）、高齢者学級寿スクール開講式に「先人の教
えに学ぶこと」として幸田久美子さん（喜多方市家庭教育支
援チームもも代表）を招き講演会が開催されました。先人の
教えや受け継がれてきた精神を理解し、地域の繋がりの大切
さを考え、子どもたちの健全育成のため望ましい地域づくり
に努めることの重要性についてお話しいただきました。

≪熊倉公民館≫
　6月16日（火）、町民の方を対象に「人づくりの指針講演会　蓮沼門三〜人と思想〜」として
小椋武さん（修養団愛汗喜多方）を招き、講演会が開催されました。郷土の偉人「蓮沼門三」の
思想や実績についてわかりやすく講演いただきました。

これから開催される「人づくりの指針」推進のための講演会
≪中央公民館≫
●日時　7月21日（火）午前10時        ●場所　喜多方プラザ文化センター小ホール
●内容「瓜生岩子の生涯」　　　　 ●講師　石田明夫さん（会津ユネスコ協会事務局長）
※入場は無料です。詳しくは中央公民館☎（24）4811まで


